
水道事業

Ⅰ　水道事業決算概要

１　業務量　(決算書　25ページ）

２　収益的収支（損益計算書）　(決算書　４～５ページ、25ページ、28～31ページ）

（千円）※消費税抜き

令和元年度 平成30年度 増減 増減率

営業収益 1,865,572 1,895,413 △ 29,841 △ 1.57%

1,711,404 1,741,843 △ 30,439 △ 1.75%

営業外収益 281,851 289,798 △ 7,947 △ 2.74%

278,894 286,564 △ 7,670 △ 2.68%

2,147,423 2,185,211 △ 37,788 △ 1.73%

営業費用 1,627,352 1,620,091 7,261 0.45%

1,054,449 1,031,904 22,545 2.18%

25,063 28,472 △ 3,409 △ 11.97%

営業外費用 135,661 151,551 △ 15,890 △ 10.48%

1,763,013 1,771,642 △ 8,629 △ 0.49%

384,410 413,569 △ 29,159 △ 7.05%

70 △ 1,703 1,773 104.11%

384,480 411,866 △ 27,386 △ 6.65%

３　資本的収支　（決算書　２～３ページ、32～33ページ）

（千円）※消費税込み

令和元年度 平成30年度 増減 増減率

446,586 614,728 △ 168,142 △ 27.35%

93,000 122,000 △ 29,000 △ 23.77%

1,858,113 2,027,793 △ 169,680 △ 8.37%

570,926 572,850 △ 1,924 △ 0.34%

107,843 95,186

823,684 867,879

480,000 450,000建設改良積立金

うち企業債

資本的収支不足額
（a）-（b）

　水道水を作り、みなさまへお届けするための収支状況です。
　水道水がどのくらい売れて、その水道水を供給するまでにどのくらいの費用がかかっているのかを表しています。

※ 表中収益計とグラフの収益的収入の差額7万円は特別利益です。

　水道施設の整備と企業債償還を行うための収支状況です。

うち企業債償還金

令和元年度安曇野市上下水道事業　決算概要

    収益　計　①

    費用　計　②

　　経常損益　①-②

　　特別損益

うち給水収益

うち長期前受金戻入

うち減価償却費

うち資産減耗費

　給水人口R1前年比－213人(H30前年比－488人)
　給水戸数R1前年比＋254戸(H30前年比＋14戸)

※R1地域別有収率
　豊科89.76％(前年90.77％）穂高78.87％(前年78.43％）三郷81.33％(前年
83.4％)堀金72.6％(前年69.26％）明科73.82％(前年70.77％）
*R1に堀金地域延長４１㎞の漏水調査を行い、８箇所一日800㎥の漏水を確
認修繕した結果、R２には80％を見込む

収益的収支

　　純 損 益

資本的支出（b）

資本的収支

上記
補てん
財源

　収益は21億4,742万3千円で、給水収益(-30,439千円)や長期前受金戻入の減
少(-7,670千円)に伴い、3,778万8千円減少しました。
*給水収益の減少は、冷夏の影響も一つの要因と予想する
　費用は17億6,301万3千円で、動力費(-16,718千円)と資産減耗費(-3,409千
円)や支払利息(-12,896千円)の減少に伴い、862万9千円減少しました。
*動力費の減少は新電力へ切り替えたことが一つの要因である
　純損益は2,738万6千円減少し、3億8,448万円(ﾋﾞｼﾞｮﾝ3億5,564万円)の黒字
となりました。

消費税資本的収支
調整額

損益勘定留保資金
(※1)

資本的収入（a）

　資本的収入は4億4,658万6千円で、企業債(-29,000千円)、一般会計出資金
(-53,500千円)の減少により1億6,814万2千円減少しました。
　資本的支出は18億5,811万3千円で、1億6,968万円減少(工事費-165,889千
円、豊科明科事業-30,920千円)しました。
　収支差引で不足する14億1,152万7千円は、過年度分損益勘定留保資金4億
3,649万5千円、当年度分損益勘定留保資金3億8,718万9千円、建設改良積立金
4億8,000万円の取り崩しなどで補てんしました。
*建設改良積立金年度末残高1,321,300千円(前年比-68,100千円）

(※1)損益勘定留保資金
　　　施設の減価償却費など現金の支出を必要としない企業内部で留保される資金

△ 0.11%△ 1,413,065 1,538△ 1,411,527

H27 H28 H29 H30 R1

給水人口（人） 97,264 97,027 97,118 96,630 96,417

給水戸数（戸） 38,228 38,593 39,414 39,428 39,682

給水人口R1
96,417

給水戸数R1
39,682
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105,000
給水人口・給水戸数(人) (戸)

給水収益
1,711,404

給水収益

1,741,843

その他収入
157,195

その他収入
157,635

減価償却費
1,054,449

減価償却費
1,031,904

維持管理経費
575,447

維持管理経費
596,259

支払利息
133,117

支払利息

146,013

当期純利益
384,480

当期純利益

411,866

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

収益的収入

2,147,493千円

収益的支出

1,763,013千円

収益的収入

2,186,042千円

収益的支出

1,774,176千円

収益的収支

令和元年度 平成30年度

（千円）

企業債 93,000 企業債 122,000

出資金 279,100

出資金 332,600

補てん財源
931,527

補てん財源
963,065

建設改良費
1,287,187

建設改良費
1,454,943

企業債償還金
570,926

企業債償還金

572,850

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

資本的収入

446,586千円

資本的支出

1,858,113千円

資本的収入

614,728千円

資本的支出

2,027,793千円

資本的収支

令和元年度 平成30年度

（千円）

H27 H28 H29 H30 R1

年間配水量（㎥） 12,602,399 12,335,185 12,154,269 11,870,426 11,783,334

年間給水量（㎥） 9,818,126 9,816,322 9,756,979 9,752,174 9,588,482

年間有収水量率（％） 77.9 79.6 80.3 81.1 81.4

R1
11,783,334R1

9,588,482

R1
81.4

76

77

78

79

80

81

82

9,000,000

10,000,000

11,000,000

12,000,000

13,000,000

年間配水量・年間給水量(年間有収水量)・有収水量率 (%)

(㎥)

補助金 8,588

建設改良積立金

480,000

建設改良積立金

450,000

負担金等 65,898 負担金等 81,893

長期前受金戻入

278,894

長期前受金戻入

286,564

補助金 78,235
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４　貸借対照表　(決算書　８～９ページ）
　財政状態を表し、保有している財産の状況や、抱えている借入金の状況などを明らかにしています。

（千円）
令和元年度 平成30年度 増減

資産 26,716,731 26,756,619 △ 39,888

23,363,359 23,199,597 163,762

3,353,372 3,557,022 △ 203,650

2,943,473 3,129,320 △ 185,847

負債 12,591,645 13,295,113 △ 703,468

5,538,639 6,032,655 △ 494,016

5,538,639 6,032,655 △ 494,016

1,128,533 1,184,617 △ 56,084

587,015 570,926 16,089

5,924,473 6,077,841 △ 153,368

資本 14,125,086 13,461,506 663,580

11,693,596 10,964,496 729,100

2,431,490 2,497,010 △ 65,520

193,990 193,990 0

2,237,500 2,303,020 △ 65,520

26,716,731 26,756,619 △ 39,888

５　キャッシュ・フロー計算書　(決算書　27ページ）
　１年間の現金収入や現金支出を「業務活動」「投資活動」「財務活動」の３種類に区分けして、現金の流れを表します。
　業務ＣＦでは、主たる業務活動に伴う現金の増減を表します。プラスになっていることが原則で、多いほど事業活動が順調と言えます。
　投資ＣＦでは、施設の整備や固定資産の取得に伴う現金の増減を表します。通常はマイナスとなります。
　財務ＣＦでは、資金調達や企業債の返済に伴う現金の増減を表します。企業債を返済した場合はマイナス、借入れた場合はプラスとなります。

（千円）
令和元年度 平成30年度 増減

1,167,017 1,170,395 △ 3,378

△ 1,112,239 △ 875,076 △ 237,163

△ 240,625 △ 355,550 114,925

　現金増減額 △ 185,847 △ 60,231 △ 125,616

　現金期首残高 3,129,320 3,189,551 △ 60,231

　現金期末残高 2,943,473 3,129,320 △ 185,847

６　企業債　(決算書　26ページ、35～36ページ）
（千円）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

７　利益剰余金　(決算書　６～７ページ）
（千円） 利益剰余金処分（案） （千円）

前年度からの繰越利益剰余金　A 920 △ 384,500
当年度変動額　B 864,480 △ 480,000

384,480 △ 864,500
480,000 （千円）

当年度未処分利益剰余金　(C=A+B) 865,400 900

　剰余金の処分は、市議会での認定議決を受
けて実行します。
　当年度の利益は、後年度の更新事業の財源
に充てるため、建設改良積立金へ積立てま
す。

建設改良積立金の積立
資本金への組入れ

処分額　計　D

翌年度への繰越利益剰余金(E=C-D)

122,000

　令和元年度は主要管路整備送配水管布設工事費の財源を確保するために、
9,300万円の企業債を新たに借入れました。
　一方で、5億7,092万6千円の元金償還により、年度末の企業債残高は61億
2,565万5千円(ﾋﾞｼﾞｮﾝ62億3,032万7千円)となりました。
　また、企業債利息として1億3,311万7千円を支払いました。

*地域別未償還残高
　豊科2,423百万円、穂高3,012百万円、三郷63百万円、堀金627百万円、明科0円
*水道事業企業債元利未償還残高は、R１年度61億2,565万円からR10年度12億2,238万円、
R20年度7,738万円となる

財務活動によるｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ

資本金

繰延収益

流動負債

　うち企業債

　うち企業債

流動資産

　うち現金

固定負債

93,000

 令和元年度は企業債の借入を行いましたが、企業債償還等によ
り負債は7億346万8千円減少しました。
　また、前年度決算で取り崩した建設改良積立金と一般会計出
資金を資本金へ組入れたため資本金は増加しました。

　当年度未処分利益剰余金は、前年度繰越額92万
円と当年度純利益3億8,448万円、資本的収支の不
足額を補てんするために建設改良積立金を取り崩
した4億8,000万円等の合計8億6,540万円となりま
した。

当年度純利益

積立金、資本剰余金の取り崩し

7,054,4308,396,461 7,617,532

借入額 0 0 0

年度末
残高

　業務活動による現金は、11億6,701万7千円のプラスで順調な
経営状況となっています。投資活動による現金は、11億1,223万
9千円のマイナスで主要管路整備導・配水管布設替工事、豊科・
明科地域整備事業等の建設改良費を支出しました。財務活動に
よる現金は、2億4,062万5千円のマイナスで企業債・一般会計出
資金の収入を企業債償還金の支出が上回りました。現金の期末
残高は、29億4,347万3千円となりました。

6,603,580 6,125,655

剰余金

年度

　利益剰余金

業務活動によるｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ

投資活動によるｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ

負債＋資本　計

　資本剰余金

固定資産

6,125,655

570,926

133,117 0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

企業債残高・償還額

企業債残高 企業債元金 企業債利息

流動資産

3,353,372
流動資産
3,557,022

固定資産

23,363,359
固定資産

23,199,597

資本の部
14,125,086

資本の部

13,461,506

繰延収益

5,924,473
繰延収益

6,077,841

流動負債

1,128,533 流動負債 1,184,617

固定負債
5,538,639

固定負債
6,032,655

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

30,000,000

資産の部

26,716,731千円

負債及び資本の部

26,716,731千円

資産の部

26,756,619千円

負債及び資本の部

26,756,619千円

貸借対照表
（千円）

平成30年度令和元年度

償還額、

利息（千円） 残高（千円）

・水道料金収入

・水道施設維持

管理費支出

・建設改良

費

支出

・補助金収

入

現金減少額

△185,847千円

業務ＣＦ

（プラス）

1,167,017千円

財務ＣＦ

（マイナス）

△240,625千円

・企業債償還金支出

投資ＣＦ

（マイナス）

△1,112,239千円
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下水道事業

Ⅱ　下水道事業決算概要

１　業務量　（決算書　54ページ）

２　収益的収支(損益計算書)　（決算書　42～43ページ、55ページ、58～61ページ）

（千円）※消費税抜き

令和元年度 平成30年度 増減 増減率

営業収益 1,639,711 1,631,743 7,968 0.49%

1,613,086 1,611,442 1,644 0.10%

営業外収益 2,646,793 2,814,263 △ 167,470 △ 5.95%

1,746,702 1,879,789 △ 133,087 △ 7.08%

4,286,504 4,446,006 △ 159,502 △ 3.59%

営業費用 2,978,143 3,055,678 △ 77,535 △ 2.54%

1,915,257 1,924,738 △ 9,481 △ 0.49%

営業外費用 598,453 646,952 △ 48,499 △ 7.50%

3,576,596 3,702,630 △ 126,034 △ 3.40%

709,908 743,376 △ 33,468 △ 4.50%

0 0 0 0.00%

709,908 743,376 △ 33,468 △ 4.50%

ｗ

３　資本的収支　（決算書　40～41ページ、62～63ページ）
　下水道施設の整備と企業債償還を行うための収支状況です。

（千円）※消費税込み

令和元年度 平成30年度 増減 増減率

資本的収入（a） 712,960 799,400 △ 86,440 △ 10.81%

362,100 322,100 40,000 12.42%

資本的支出（b） 2,388,049 2,421,224 △ 33,175 △ 1.37%

2,321,444 2,246,112 75,332 3.35%

0 5,325

931,689 929,999

743,400 686,500

（参考）一般会計繰入金収入額の比較　（決算書　58ページ、62ページ）

（千円）
令和元年度 平成30年度 増減

一般会計繰入金合計 1,983,609 2,107,893 △ 124,284
　 収益的収入 1,751,943 1,881,443 △ 129,500 ※収益的収入グラフとの差額は基準外繰入金（営業収益）分です。

資本的収入 231,666 226,450 5,216 　（令和元年度　524万1千円、平成30年度　165万4千円）

収益的収入
基準内繰入金

1,746,702

消費税資本的収支
調整額

5,241

1,751,943

　資本的収入は7億1,296万円で、企業債の借入れ(-60,800千円)及び受益者負
担金(-30,412千円)の減少により、8,644万円減少しました。
　資本的支出は23億8,804万9千円で、企業債償還金(+75,332千円)は増加しま
したが、建設改良費が1億850万7千円減少しました。
　収支差引で不足する16億7,508万9千円は、過年度分損益勘定留保資金1億
9,714万2千円、当年度分損益勘定留保資金7億3,454万7千円と減債積立金7億
4,340万円の取り崩しなどで補てんしました。

(※1)損益勘定留保資金
　　　施設の減価償却費などの現金の支出を必要としない企業内部で留保される資金

上記合計

収益的収入
基準外繰入金

（一般会計負担金）

　収益は42億8,650万4千円で、下水道使用料の増加(+1,644千円)に伴う一般会
計繰入金の減少(-133,087千円)により、1億5,950万2千円減少しました。収益
合計の４割は一般会計繰入金が占めています。
*下水道使用料の増加は、水洗化人口(件数）の増加が要因である
　費用は35億7,659万6千円で、犀川安曇野流域下水道維持管理負担金(-59,846
千円)、減価償却費(-9,481千円)及び支払利息(-47,363千円)の減少に伴い、1
億2,603万4千円減少しました。
　純損益は3,346万8千円減少し、7億990万8千円(経営戦略8億2,944万3千円)の
黒字となりました。

3.28%

上記
補てん
財源

うち資本費平準化債

△ 53,265

減債積立金

うち企業債償還金

　使われた水をきれいにして川に流すまでの収支状況です。
　下水道がどのくらい使用され、その汚水を処理するまでにどのくらい費用がかかっているのかを表しています。

資本的収支

資本的収支不足額
（a）-（b）

△ 1,675,089 △ 1,621,824

損益勘定留保資金
(※1)

収益的収支

    収益　計　①

    費用　計　②

　　経常損益　①-②

　　特別損益

うち一般会計繰入金

うち下水道使用料

うち減価償却費

　水洗化人口R1前年比+546人(H30前年比+504人)
　水洗化率R1前年比＋0.7％(H30前年比＋0.8％)
*地域別水洗化率　豊科88.6％穂高78.4％三郷89.2％堀金83.9％明科85.3％

汚水量R1前年比-13,577㎥(H30前年比+140,787㎥)　

　　純 損 益

H27 H28 H29 H30 R1

年間汚水量（㎥） 7,820,975 8,045,340 8,141,998 8,282,785 8,269,208

R1
8,269,208

7,000,000

7,500,000

8,000,000

8,500,000

年間汚水量

下水道使用料
1,613,086

下水道使用料
1,611,442

一般会計繰入金
1,746,702

一般会計繰入金

1,879,789

長期前受金戻入

816,141

長期前受金戻入
832,651

その他収入
110,575

その他収入
122,124

減価償却費
1,915,257

減価償却費
1,924,738

維持管理経費
1,069,815

維持管理経費

1,139,005

支払利息
591,524

支払利息
638,887

当期純利益
709,908

当期純利益
743,376

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

4,000,000

4,500,000

収益的収入

4,286,504千円
収益的支出

3,576,596千円
収益的収入

4,446,006千円
収益的支出

3,702,630千円

収益的収支

企業債
418,100 

企業債

478,900 

負担金等 63,194
負担金等 94,050

一般会計繰入金
231,666

一般会計繰入金
226,450

減債積立金
743,400

減債積立金
686,500

補てん財源

931,689

補てん財源
935,324

建設改良費

66,605
建設改良費

175,112

企業債償還金
2,321,444

企業債償還金

2,246,112

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

資本的収入

712,960千円
資本的支出

2,388,049千円
資本的収入

799,400千円
資本的支出

2,421,224千円

資本的収支
平成30年度令和元年度

（千円）

（千円）

H27 H28 H29 H30 R1

処理区域内人口（人） 90,734 90,614 89,915 89,648 89,610

水洗化人口（人） 73,504 74,235 75,361 75,865 76,411

水洗化率（％） 81.0 81.9 83.8 84.6 85.3

R1
89,610

R1
76,411

R1
85.3 

78.0

79.0

80.0

81.0

82.0

83.0

84.0

85.0

86.0

70,000

75,000

80,000

85,000

90,000

95,000

処理区域内人口・水洗化人口・水洗化率

(人)

(%) (㎥)

令和元年度 平成30年度

（基準内分）
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４　貸借対照表　（決算書　46～47ページ）
　財政状態を表し、保有している財産や、抱えている借入金の状況などを明らかにしています。

（千円）
令和元年度 平成30年度 増減

資産 62,145,312 63,768,850 △ 1,623,538

60,875,379 62,622,437 △ 1,747,058

1,269,933 1,146,413 123,520

1,158,343 1,024,384 133,959

負債 53,891,617 56,225,063 △ 2,333,446

26,669,753 28,642,290 △ 1,972,537

26,669,753 28,642,290 △ 1,972,537

2,689,082 2,624,444 64,638

2,390,637 2,321,444 69,193

24,532,782 24,958,329 △ 425,547

資本 8,253,695 7,543,787 709,908

6,402,773 5,716,273 686,500

1,850,922 1,827,514 23,408

397,447 397,447 0

1,453,475 1,430,067 23,408

62,145,312 63,768,850 △ 1,623,538

５　キャッシュ・フロー計算書　（決算書　57ページ）
　１年間の現金収入や現金支出を「業務活動」「投資活動」「財務活動」の３種類に区分けして、現金の流れを表します。
　業務ＣＦでは、主たる業務活動に伴う現金の増減を表します。プラスになっていることが原則で、多いほど事業活動が順調と言えます。
　投資ＣＦでは、施設の整備や固定資産の取得に伴う現金の増減を表します。通常は、マイナスになります。
　財務ＣＦでは、資金調達や企業債の返済に伴う現金の増減を表します。企業債を返済した場合にマイナス、借入れた場合にプラスとなります。

（千円）
令和元年度 平成30年度 増減

1,819,631 1,866,422 △ 46,791

△ 13,994 △ 39,314 25,320

△ 1,671,678 △ 1,540,762 △ 130,916

　現金増減額 133,959 286,346 △ 152,387

　現金期首残高 1,024,384 738,038 286,346

　現金期末残高 1,158,343 1,024,384 133,959

６　企業債　(決算書　56ページ、65～78ページ）
（千円）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

７　利益剰余金　（決算書　44～45ページ）
（千円） 利益剰余金処分（案） （千円）

前年度からの繰越利益剰余金　A 167 △ 709,900
当年度変動額　B 1,453,308 △ 743,400

709,908 △ 1,453,300
743,400 （千円）

当年度未処分利益剰余金　(C=A+B) 1,453,475 175

資本金

投資活動によるｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ

248,200

業務活動によるｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ

　業務活動による現金は、18億1,963万1千円のプラスで順調な経
営となっています。投資活動による現金は1,399万4千円のマイナ
スで、犀川安曇野流域下水道事業にかかる負担金等を支出しまし
た。財務活動による現金は、16億7,167万8千円のマイナスで企業
債の償還金を支出しました。現金の期末残高は、11億5,834万3千
円となりました。

　資本剰余金

　利益剰余金

財務活動によるｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ

年度末
残高

年度

36,611,813 34,699,360

　令和元年度は、下水道事業債5,600万円と資本費平準化債3億6,210万円を借
入れました。
　一方で、23億2,144万4千円の元金償還により、年度末の企業債残高は290億
6,039万円となりました。
　また、企業債利息として5億9,152万4千円を支払いました。
*企業債別未償還残高
　公共下水道21,412百万円、特定環境保全3,488百万円、流域下水道2,530百万円、
農集排943百万円
*下水道事業企業債元利未償還残高は、R１年度290億6,039万円からR10年度82億
5,202万円、R20年度1億7,972万円となる

うち資本費
平準化債 0 0 0 322,100 362,100

　うち現金

当年度純利益

　うち企業債

流動負債

　うち企業債

繰延収益

固定負債

30,963,734

固定資産

流動資産

剰余金

　当年度未処分利益剰余金は、前年度繰越額16万7
千円と当年度純利益7億990万8千円、資本的収支の
不足額を補てんするために減債積立金を取り崩し
た7億4,340万円の合計14億5,347万5千円となりま
した。

　剰余金の処分は、市議会での認定議決を受け
て実行します。
　当年度の利益は、企業債返済の財源に充てる
ため、減債積立金へ積立てます。

負債＋資本　計

翌年度への繰越利益剰余金(E=C-D)

処分額　計　D
資本金への組入れ
減債積立金の積立

　企業債残高が290億6,039万円で、負債合計の約54％を占めてい
ます。また、前年度決算で取り崩した減債積立金を資本金へ組入
れたため、資本金が増加しました。

32,730,946 29,060,390

221,900 478,900 418,100借入額

積立金の取り崩し

223,500

29,060,390

2,321,444

591,524

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

30,000,000

35,000,000

40,000,000

45,000,000

50,000,000

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

企業債残高・償還額

企業債残高 企業債償還額 企業債利息

流動資産 1,269,933 流動資産 1,146,413

固定資産
60,875,379

固定資産
62,622,437

資本の部 8,253,695 資本の部 7,543,787

繰延収益
24,532,782

繰延収益
24,958,329

流動負債 2,689,082 流動負債 2,624,444

固定負債
26,669,753

固定負債
28,642,290

0

10,000,000

20,000,000

30,000,000

40,000,000

50,000,000

60,000,000

70,000,000

資産の部

62,145,312千円
負債及び資本の部

62,145,312千円
資産の部

63,768,850千円
負債及び資本の部

63,768,850千円

貸借対照表
令和元年度 平成30年度

・使用料収入

・汚水処理費支出

・施設維持管理費

支出

・企業債償還金支出

・企業債借入金収入

・一般会計繰入金

収入

現金増加額

133,959千円

業務ＣＦ

（プラス）

1,819,631千円

財務ＣＦ

（マイナス）

△1,671,678千円

投資ＣＦ

（マイナス）

△13,994千円

・建設改良費支出

・受益者負担金収入

（千円）

償還額、

利息（千円） 残高（千円）
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Ⅲ　水道事業・下水道事業の比較

１　収益的収支(損益計算書)

２　資本的収支

３　貸借対照表

　財政状態を比較すると、水道事業は資産、負債ともに下水道事業のおおよそ４割となり、事業規模の差がよく分かります。水道事業は、主
要管路布設替工事、下水道事業は流域下水道建設負担金の財源として企業債の借入れを行いながら、多額な返済も行っています。

　水道事業では、給水収益で費用のほとんどを賄えていますが、下水道事業では、使用料収入だけでは費用全体の４割程度しか賄えていませ
ん。下水道事業の経営には、一般会計からの繰入金が不可欠であることが分かります。

　２事業とも施設の整備等に係る財源の不足が発生します。水道事業は、過年度及び当年度に発生した損益勘定留保資金（減価償却費等）や
建設改良積立金などにより、不足分を補てんしています。同様に下水道事業も過年度及び当年度に発生した損益勘定留保資金や減債積立金な
どにより不足分を補てんしています。

給水収益
1,711,404

下水道使用料
1,613,086

一般会計繰入金
1,746,702

長期前受金戻入 278,894

長期前受金戻入

816,141

その他収入 157,195

その他収入 110,575

減価償却費

1,054,449

減価償却費
1,915,257

維持管理経費

575,447

維持管理経費

1,069,815

支払利息 133,117

支払利息…

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

4,000,000

4,500,000

収益的収入

2,147,493千円
収益的支出

1,763,013千円
収益的収入

4,286,504千円
収益的支出

3,576,596千円

企業債 93,000
企業債 418,100

負担金等 65,898

負担金等 63,194
一般会計繰入金 231,666

補助金 8,588
出資金 279,100

建設改良積立金
480,000

減債積立金
743,400 

補てん財源
931,527

補てん財源
931,689

建設改良費
1,287,187

建設改良費 66,605

企業債償還金
570,926

企業債償還金

2,321,444

0
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1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

資本的収入

446,586千円
資本的支出

1,858,113千円
資本的収入

712,960千円
資本的支出

2,388,049千円

流動資産 3,353,372 流動資産 1,269,933

固定資産 23,363,359

固定資産 60,875,379

資本の部

14,125,086 資本の部 8,253,695

繰延収益 5,924,473

繰延収益

24,532,782
流動負債 1,128,533

流動負債 2,689,082

固定負債 5,538,639

固定負債 26,669,753
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資産の部

26,716,731千円
負債及び資本の部

26,716,731千円
資産の部

62,145,312千円
負債及び資本の部

62,145,312千円

【水道】

【下水道】

【水道】

【水道】

【下水道】

【下水道】

（千円）

（千円）

（千円）

当期純利益 709,908

当期純利益 384,480
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